
クラウド型電子薬歴
メディクス製品概要



求 め てい た 薬 歴 は 、

   　 　 　 　  です。

クラ ウド 薬 歴 だ か ら
常 に 患 者 さんファーストで い ら れ る 。

メディクスを初めて使う薬剤師さんはその使いやすさに驚くかもしれません。
それは薬局・薬剤師さんの声を取り入れて、常に進化している電子薬歴だからです。

薬剤師さんの「こう書きたい」「こう使いたい」をカタチにしているメディクスには、
きっとあなたの「欲しい」もあるはずです。
ぜひメディクスに触れてみてください。今までの薬歴との違いがきっと体感できます。

　・現在利用中のレセコンをそのまま使えるから安心
　・ブラウザ式だから、PC でも iPad でも使えて便利
　・服薬指導支援機能は標準搭載
　・複数店舗や薬剤師間で情報共有ができるから、指導文の共有や、
　　管理業務が他店舗からでも可能
　・台数無制限、薬局の中では何台使っても一律料金

薬局薬局

メディクスは国内で初めて ※、クラウドテクノロジーを利用した電子薬歴です。
PC だけでなく、iPad などでも使える、多様な端末が使える電子薬歴です。 
いざという時でも安心・安全にご利用いただけます。　 ※ 2021 年 9 月 当社調べ

電子薬歴を操作するとき、検索に時間がかかったり、患者さんの履歴表示が遅くて困ったことはありませんか ? 
従来のオンプレミスな電子薬歴は、薬歴データが蓄積されると動作スピードが遅くなる現象が見られました。
メディクスは、最先端の高速化技術を取り入れているため、 10 年分以上の薬歴データが蓄積しても操作レスポンスの
低下はありません。　大規模データを高速処理できるサーバを使用し、システム負荷を常に監視しています。 
従来の電子薬歴は、速度低下が起きると薬局が PC やサーバを買い替える必要がありました。
メディクスは薬局内にサーバをおかないクラウド型。
データ量の増加に伴うメンテナンスやストレスから、薬局を解放します。 

10 年分以上の薬歴データが蓄積しても、
動作スピードが遅くならない。

日本初※。 
メディクスは
クラウド型電子薬歴の 
パイオニアです。
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入力サポート機能でらくらく入力。スピード UP ！

クリック操作で入力ができるので、キーボードが苦手な人も、iPad で使 
いたい人もスイスイ入力ができます。 

患者症状・指導例はクリック入力 !
２万点※以上の指導例文が標準搭載。 ※ 2021 年 9 月現在

オリジナルの指導例文が簡単に作れます。
よく使う言葉や文章は、オリジナルの指導文として簡単に登録することが
できます。
登録した指導文を薬局・グループで共有すれば薬局全体でスピードアップ
に！

自分で作った指導文で更にスピードアップ 

患者さんの前回来局時の服薬指導内容から、今回の服薬指導で必要な確認
事項を忘れないように、システムが注意喚起して、継続的な服薬指導をア
シストします。

薬歴ストーリー記録をサポート

メ ディクス は 継 続 率 9 9 . 9 % ※

薬 剤 師 の 皆 さま の パ ート ナ ーで
あり続 けます。
電子薬歴メディクスは、薬剤師の業務手順や使いやすさを第一に
機能を設計しています。業務にあわせたカスタマイズ項目も豊富。
時短・効率アップを強力にサポートします。 
服薬指導に必要な情報は 1 画面に集約。見やすいだけでなく、 
必要な情報の見落としや、ヒヤリハット予防に役立ちます。 
また、通常の処方薬に加え、特に注意が必要なハイリスク薬をサポー
トする、服薬指導支援機能を提供しています。
地域連携薬局、 専門医療機関連携薬局で高いパフォーマンスを 
発揮します。

1 薬歴あたりの入力時間

1/3 に短縮1/3 に短縮

他社製品

３分

1 分

1 日の薬歴入力時間
薬 剤 師 １ 人 で 患 者 ４ ０ 人 を 対 応 し て い る 場 合

年間約 40 日間※
の時間短縮

残 業 削 減・服 薬 指 導 の 質 向 上 へ。
※年間休日 120 日 　8 時間勤務の場合

業務を効率化して
対人業務の
拡充が必要です

120 分
他社製品

（40 薬歴 ×3 分）

40 分
メディクス

（40 薬歴 ×1 分）

服薬指導しながら薬歴入力
薬歴入力時間を３分の１※に大幅短縮。※ 2021 年 9 月当社調査

※閉店または店舗統合に伴う解約を除く
※ 2021 年 9 月現在

例文を
クリック
するだけ!

前回との差分も
ワンクリックで

入力

　・前回と今回処方の差分を、１クリックで薬歴に自動入力できる。
　・指導文マスタや副作用の項目を、選んでクリックするだけで入力できる。
　・動作スピードが速く、薬歴データが膨大になっても動きが重くなりにくい。

メディクスなら薬歴入力時間の短縮により、きめ細やかな情報提供・服薬指導が可能になります。
残業の削減はもちろん、 薬剤師さんに時間的なゆとりが生まれ、接遇向上・服薬アドヒアランス向上へつながります。

大幅に時間短縮できる機能の例

画面移動の必要がなく、入力サポート機能が充実しています。服薬指導は患者さんと会話しながら、画面の項目を選
んでクリック。スピーディーに薬歴の入力ができます。 

入力サポート機能により、服薬指導から薬歴作成が驚くほどスピーディ
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何台置いても、月額料金は一律です。

訪問調剤用
iPad

出張時用
ノートパソコン

既にお持ちのパソコン
も活用可能！

更 新 料  ¥ 0
機 材 指 定  な し ！
サ ー バ 設 置 工 事  不 要 ！

さらに！
＋ ＋

１人 1 台体制が実現可能です

他社メーカーの電子薬歴では、設置台数によって月額料金が増えていく場合がほとんど。
「メディクス」なら同一店舗内であればパソコンを何台設置しても月額利用料は変わりません。

すでにお持ちのパソコンでご利用台数を増やすことも可能です。
※薬局外に持ち出してメディクスを利用する場合は別途設定および利用料金が必要です。

何台置いても月額利用料は一律。

他社の製品では、機能改修や診療報酬改定対応等によるアップデートの際に、ソフトの買い直しが発生するケースが
ありますが、 メディクスはアップデートによる更新費用は発生しません。
バージョンが変わっても自動で更新されます。薬局様側での更新作業も不要です。
ご導入時の初期手数料と、あとは月額の利用料金のみでご利用いただけます。

更新費用も不要です。

パソコン・iPad 等の機材をご用意いただければ、追加費用なしで薬歴の増設もできます。
すでにお持ちのパソコンでも※ご利用が可能なので、最小限の費用で導入することができます。
指定のプリンタやルータ等の周辺機器の用意も必要ありません。パソコン１台で始められます。
※推奨スペックがあります

初期投資も安くすむ！パソコン１台で始められます。

本
部
機
能

「未入力」や「保留」になっている薬
歴の数を集計し、「見える化」するこ
とで、薬歴の未記載を予防します。

薬歴管理機能のほか、店舗ごとの来局
ピーク時間や、地域別データ等も集計
できます。

チェーン薬局様に好評、データの複数店舗間での一元化

メディクスには複数店舗の薬歴を管理できる機能があるので、複数支店をお持ちの薬局様におすすめです。
特にイチオシの機能として、業界初の「各店舗の薬歴の記載状況をリアルタイムで確認」できる機能があります。

各店舗の薬歴の記載状況をリアルタイムでチェック
指導文マスタ、疑義照会マスタを店舗間で共有
他店舗に来局した患者様の薬歴情報共有

メディクスはいつでもどこでも使えるので、24 時間の問い合わせにも対応できます。
クラウド型電子薬歴なので、インターネットに繋がるパソコンか iPad があれば、時間・場所を選ばずに薬歴情報を
見ることができます。
そのため、夜間・時間外対応や訪問調剤時に薬歴情報を閲覧・記録することができます。

24 時間「いつでも」「どこでも」使えます。

メディクスは iPad でも使える電子薬歴です。
そのため楽に持ち運びでき、訪問調剤や、24 時間の問い合わせにも活用できます。
また、訪問先でも薬歴の確認・記載が行えます。どこの店舗からでも担当店舗の薬歴にログインができるので、店舗
間の移動の多い薬剤師さんにも安心です。

訪問調剤で力を発揮する iPad 利用

メディクスは iPad も対応しており、iPad のカメラを使って写真を登録することが可能です。
iPad で「写真」ボタンをタップすると、写真を取る選択肢が表示されます。

iPad で写真登録も可能

薬局薬局

か かりつ け 薬 局 の 必 需 品

こ れ か ら の 薬 歴 は

「 い つ で も 」「 どこで も 」 が ス タン ダ ード 。
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ご連絡をいただけますと、担当の訪問を待たずに状況確認ができます。
※遠隔サポートは、薬局様の同意を得た場合のみ弊社から接続させていただきますので、安心してご利用いただけます。

リモートメンテナンス（遠隔サポート）

薬歴データを保管するデータセンターは、地震等の災害や火災事故に対しての最新鋭の設備が備わっています。また
サーバ機器故障の際もバックアップ設備が用意されています。
個々の薬局様では対策が難しい高度なデータ保護を実現しています。

データの保全

弊社がご用意した機材が故障した際は、代わりの機材に交換させていただきます。

ハード保守

堅牢なクラウドサーバで管理しておりますので、薬局様における紛失・故障などでデータが消失してしまうことはご
ざいません。

安心バックアップ

定期的なバージョンアップや、不具合の修正などはサーバ側で行いますので、薬局様で更新するなどの作業は 
必要ありません。

バージョンアップ、メンテナンス

メディクスは、薬歴情報を保護する為に様々なセキュリティ対策を施しています。
薬局様と薬歴情報の保管されたクラウドサーバをつなぐ通信には ､ 厚生労働省が公表している「医療情報システムの
安全管理に関するガイドライン」に準拠したセキュア通信を採用しています ｡ 通信を暗号化し、通信内容の盗み見や
改ざんを防ぎます。
また、万が一の利用機材盗難や紛失が起きた場合でも、不正な通信アクセスを遮断することができるので、クラウド
サーバ上のデータは安全に保護できます。

安心のセキュリティ対策

電話対応、リモート対応、メール対応、必要な場合は訪問対応もいたします。東京・福岡だけでなく、各地に代理店
もございます。

サポート体制

個人情報である薬歴データの保管業務は、厳格な個人情報保護基準に沿った運用を行っています。
適切な個人情報保護を行う事業者に認められる「プライバシーマーク」を取得、第三者機関によるシ
ステムのセキュリティ監査を実施するなど、安心安全な情報管理に努めています。

個人情報保護の取り組み

「未入力」や「保留」になっている薬歴の数を集計し、「見える化」することで、薬歴の未記載を予防します。
未記載の薬歴の確認・編集ができるので、漏れなくしっかりと薬歴データを残すことができます。
グループ店舗の薬歴の記載状況も、リアルタイムで確認することが可能です。

電子薬歴メディクスは、診療報酬改定令和 2 年度 (2020 年 ) で推奨されている以下の機能に対応しています。

未入力薬歴を残さない。

① 診療報酬改定で推奨されている機能へ対応しました

監査・指導への取り組み

訪問調剤 24 時間対応 処方チェック 疑義照会

薬学管理料の算定要件として、「今後の継続的な薬学的管理及
び指導の留意点」の記載が追加されました。
メディクスでは、SOAP 等の指導区分項目を自由にカスタマイ
ズすることができます。
例えば、「留意点」という項目を追加し、さらに「入力必須」
の設定にすることにより、記入忘れも防止することができます。

②「継続的な薬学的管理及び指導の留意点」に　　　　　　
　対応済みです

服薬情報提供料について、保険医療機関の求めがあった場合における評価が 20
点から 30 点に見直されました。
メディクスでは、必要事項をフォームに入力すると、情報提供書として出力、印
刷することができ、情報提供書の管理をサポートします。

③「服薬情報提供書」の管理サポートを
　進めています

薬 局 様 の 抱 え る 様 々 な 課 題 を
解 決 で き る 電 子 薬 歴 で す 。
メディクスはいつでもどこでも使えるので、24 時間の問い合わせにも対応できます。
クラウド型電子薬歴なので、インターネットに繋がるパソコンか iPad があれば、時間・場所を選ばずに薬歴情報を
見ることができます。
そのため、夜間対応や訪問調剤時に薬歴情報を閲覧・編集することができます。
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患者情報・頭書き 過去の処方内容・
指導内容

今回の処方内容・
服薬指導入力

服薬指導・薬歴作成に必要な頭書きや処方の比較、過去の
指導内容が一つの画面で確認できます。
他の画面を開く余計な手間がありません。

少ない画面数と、クリック・ドラッグ＆ドロップで操作できる
簡単さがメディクス®の画面の特徴です。

お使いのレセコンと連動した患者情報や頭書きの履歴を確認でき
ます。
禁忌薬や併用薬、処方薬との相互作用を事前に確認でき、患者さ
んの健康を守ることができます。

デジカメやスキャナーで撮った画像を登録できます。
iPadならカメラ機能でその場で撮影して、画像を登録できます。
ちょっとした手書きメモや言葉では表現しにくい情報は写真で残す
と便利です。

ファイルのアイコンをクリックするだけで、
最新の添付文書を確認することができます。

毎回確認事項は例文候補をクリックで入力できます。
久しぶりの患者さんは、頭書きも同時に更新ができる親切機能で頭
書きの更新忘れを防止します。

最新の添付文書も1クリック

患者基本情報・頭書き

写真画像登録

毎回確認事項も簡単入力

1画面でできる、
カンタン服薬指導

使いやすさをとことん追求。
・・・・・

必要な情報を1画面で網羅������

処方比較はアイコン表示で一目瞭然！

処方の変化が一目で比較できます。
ハイリスク薬や残薬といった重要な情報は赤色で表示して
見落としを防止。

　　　アイコンにマウスをあてると前回の処方日が表示される等、
細かな部分にも便利な機能が盛り込まれています。

変更Do 新規 以前

過去の処方内容 今回の処方内容

横並びで比較しやすい！横並びで比較しやすい！のアイコンで、

以前

服薬指導の記録もクリック入力で
強力にサポート!

クリックするだけで記録でき
る強力な入力支援機能で、
薬剤師さんの薬歴業務をサ
ポートします。

・医薬品の指導例文
・残薬の記録
・処方の変化

例文をクリック
するだけで入力!
例文をクリック
するだけで入力!

各項目の表示順や、タブレットで使う場合の画面レイアウト変更が
可能。指導例文のテンプレートも独自のカスタマイズをすることで、
自分に合った形でメディクス®をお使いいただけます。

独自のカスタマイズでより使いやすく！

前回との差分も
1クリックで
入力できます。

前回との差分も
1クリックで
入力できます。

システムの改良のために、予告なしに仕様、デザインは変更になる可能性があります。

メディクスを導入頂いた全薬局様で、パソコンが苦手な方やご高齢の
方も、すぐにマスターしてメディクスを活用しています。

パソコンでも iPad でも画面は同じなので、
覚えることが少ないのもすぐに使いこなせる理由です。

パソコンが苦手な方や、ご高齢の方でも、
基本操作を短期間でマスターできます。

薬剤師さんも
太鼓判の
覚えやすさ！ 薬剤師全員が 1日で操作を覚えました。

簡単な操作と少ない画面で迷わずスムーズ
に薬歴を書いています。
大阪府の薬局様

重要な情報を見落とさない作りに
なっていて、安心です。
名古屋市の薬局様

とにかくスピーディー。
併用薬の登録や疑義紹介も慣れたら
1分以内に記入できるようになりました。
東京都の薬局様
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店舗外持ち出し端末
訪問調剤で力を発揮する iPad 利用メディクスは iPad でも使える電子薬歴です。
そのため楽に持ち運びでき、訪問調剤や、24 時間の問い合わせにも活用できます。
また、訪問先でも薬歴の確認・記載が行えます。
どこの店舗からでも担当店舗の薬歴にログインができるので、店舗間の移動の多い薬剤師さんにも安心です。

メディクスは専門性が求められる、薬局業務に対応するオプション機能を多数有しております。
薬局様毎にオプションをご選択頂くことで幅広地ニーズに対応した薬歴です。

オプション機能

疾病監査で現症との処方チェック
病名登録、処方からの逆引きによる「疾病監査機能」より強力な処方監査で処方をチェックすることができます。

②処方からの適応症チェック
患者さんの疾病がわからない場合でも、処方から適応症を自動判別
して監査します。

①病名登録からのチェック
病名の中からチェック。
禁忌、原則禁忌に該当する医薬品が処方された場合、アラートが表
示されます。

OTC 医薬品と処方薬の併用薬監査
OTC 医薬品の登録・チェックが可能になります。
添付文書も確認可能。
患者さんからの飲み合わせの質問、セルフメディケーション時代への対応には OTC 医薬品の処方監査が役立ちます。

OTC 医薬品の成分で処方監査をしますOTC 医薬品を併用薬として登録
病名の中からチェック。
OTC 医薬品 約 4,500 件以上の中から検索・登録が可能

Medixs リモート調剤薬局™
来局できない患者さんにオンライン服薬指導しませんか？
患者さんをおまたせしない服薬指導はリモートで

服薬指導・予約管理機能
患者さんからの服薬指導予約・ス
テータスを一元管理できます。

事前問診入力
予約時にオンラインで問診が入力
できます。

ビデオ通話機能
薬歴 PC の画面から患者さんとビ
デオ通話で服薬指導ができます。

スマホ決済機能
調剤料や薬剤料等のお会計を、ク
レジットカード決済で行えます。

Medixs 投薬後フォロー™
Medixs 投薬後フォロー™の特長
　・テンプレートにより質問項目の作成を支援、ショートメッセージを一括で送信
　・患者さんはブラウザ上で回答、簡単に返信
　・薬剤師さんから患者さんへの電話を削減
　・薬歴への転記不要。患者さんからの回答は確認ののち、シームレスに反映
　・お年寄りに多いフィーチャーフォン（ガラケー）ユーザーにも対応
主な機能
　・LINE、E メール、SMS（ショートメッセージ）を送信し、患者さんを専用ページに誘導
　・患者さんは質問事項に回答（ボタンで選択など）、返信ボタンを押すだけで終了
　・薬剤師さんは回答内容を確認のうえ、ワンクリックで薬歴に保存
　・お年寄りに多いフィーチャーフォン（ガラケー）ユーザーにも対応
さらに多様な機能
　・ 「服薬フォロー」管理画面で服薬フォローすべき患者さんを簡単検索
　・ 質問内容の選択肢をマスタから検索、事前準備を簡単に実施
　・設問の回答形式も「複数選択」「単一選択」「テキスト入力」から選択が可能

※あなたの薬剤師マモリーナ ® は株式会社アクシスの登録商標です。 ※ LINE 及び LINE ロゴは、LINE 株式会社の登録商標です。

送信文書・質問事項設定画面 患者さんの LINE に届くメッセージの表示イメージ
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監査レンジ ® データ読み込み機能
薬局内の監査レンジで撮影した画像を、薬局内のメディクス利用端末から確認することができます。
渡した薬の情報が気になるときに便利です。監査レンジが置いてある場所まで移動せず、登録された画像を閲覧でき
るので、薬局内を動き回る必要がありません。調剤者にとっては、錠数の誤りや包装の破れのチェックが簡単にでき
るので安心して対応することができます。

初期費用が安価で、店舗内での台数無制限も魅力でした。
今まで紙薬歴で運用してきましたが、処方せん枚数が多くなるにつれ記載に時間がかかるようになりました。
そこで各社に見積を依頼し、更新費用なしで導入費用が安く、薬剤師 1 人 1 人に端末を持たせることが可能なメディクス
の導入を決めました。
導入はスムーズに進み、使い方のレクチャーも分かりやすく、「これなら今日からすぐに使える！」と思いました。不明点
があれば電話でのサポートがあるので、紙薬歴からの切り替えで不安でしたが満足しています。

作業効率が大幅にアップしました。
薬剤師が 7 人同時に勤務する門前薬局も有り、端末を多く置ける薬歴を探していました。既存の PC 資産も活用できたのが
大きいです。
投薬カウンター、調剤室など必要な場所に必要なだけ薬歴端末を配置できるので、メディクス導入後は作業効率が大幅にアッ
プしました。
また、グループ内で使える指導例文を作り全体共有することで、個々の薬剤師の作業効率を上げることができました。

データの保全ができるタブレット薬歴。
それまで使っていたタブレット薬歴の動作スピードに不満があり、またシステムトラブルで一部データが消えてしまった事
などからデータを安全に保管できる薬歴を探していました。
以前のタブレット薬歴と違い、持ち出し端末へのデータ移動が不要で手間が省けて、24 時間対応をする際もスムーズに薬
歴が確認できます。
また PC と iPad の操作方法が同じで習得も簡単でした。

個別指導の指導官にオススメされました。
クラウド型薬歴で無駄な費用がなく、また個別指導の際に指導官にオススメを聞いたらメディクスの名前が出たので資料請
求しました。
すぐに対応してくれて、デモも具体的で分かりやすかったので導入を決めました。

他の製品より先進的に感じました。
デモ画面を操作した際に、他の製品より先進的に感じたため導入を決めました。
総合的な費用が安いのに機能が豊富なので長く使えそうです。

患者情報を見落とさない作りになっていて、安心です。
紙薬歴の場合、重要な情報を見落とす危険性があります。しかしメディクスなら患者画面を開いた際に、ポップアップで重
要な情報をお知らせしてくれるので安心です。
自動的に患者情報の共有が行えて、業務がスムーズに行えるようになりました。

コスト抑制と業務効率化を実現。
15 店舗以上あるグループ内でシステムの統一化を図り、コスト抑制と業務効率化を実現したいと考え、店舗間での薬歴ク
オリティの均一化ができ、カウンターに 1 台づつの設置で業務効率化できる電子薬歴を探していました。
まずは 1 店舗に導入・運用してみて、その後全店舗に導入を決めました。訪問調剤を積極的に開始するタイミングだったので、
訪問調剤機能が標準搭載なのも魅力でした。

残業時間を削減できました。
紙薬歴を利用していましたが残業が多く、体力的に厳しくなり転職も考えていました。
業務効率化の方法を探していた時にメディクスの存在を知りました。
導入後、薬歴の質が向上した上に作成時間を短縮でき、残業時間が減ったので有難いです。

訪問調剤の第一歩になりました。
導入した当初は PC1 台と iPad1 台で運用していました。
しかし店舗内台数無制限の特長を生かしてもう 1 台 iPad を追加し、訪問調剤を始めました。訪問機能は標準搭載してあり
オプション費用を払うことなく使用できたのも嬉しいですね。

お客様の声を一部ご紹介DSU チェック機能
新たに DSU 情報が発出された医薬品の右側に対応するアイコンが表示されます。患者さんの安全確保により貢献す
るため、メディクス画面上ですぐに新 DSU の内容を確認できるオプションです。この機能により、本部と各店舗の
新 DSU 情報共有が容易になり、情報収集などの負担を軽減することが可能になります。

DSU アイコン表示、ブルーレター、イエローレターの表示 アイコンから DSU 本文が見れる

Medixs 処方箋ファイリング（スキャナ機能）
隙間時間に一度に複数枚まとめて調剤録や処方箋原本の画像をアップロードし、画像を薬歴画面上で確認できる機能
です。処調剤録や処方箋原本を薬歴と合わせてひと目で確認し、処方入力間違いのチェックや患者さんからのお問い
合わせに、スムーズに対応できます。疑義照会、調剤済みの処方箋を画像として記録することで、処方箋備考欄の記
載や監査印もしっかりチェックできるので安心です。

まとめて処方箋をスキャン 薬歴画面で処方箋の画像を確認

おくすり手帳 Link 連携
隙間時間に一度に複数枚まとめて調剤録や処方箋原本の画像をアップロードし、画像を薬歴画面上で確認できる機能
です。処調剤録や処方箋原本を薬歴と合わせてひと目で確認し、処方入力間違いのチェックや患者さんからのお問い
合わせに、スムーズに対応できます。疑義照会、調剤済みの処方箋を画像として記録することで、処方箋備考欄の記
載や監査印もしっかりチェックできるので安心です。
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※ 記載された内容は発表日現在の情報です。
※ 電子薬歴『Medixs』『メディクス』『スマホよ薬』は株式会社アクシスの登録商標です。
※ iPad は Apple inc. の登録商標です。
※ LINE および LINE ロゴは、LINE 株式会社の商標または登録商標です。
※ 文中に記載された会社名および製品名などは該当する各社の登録商標または商標です。

本　　社 東京都渋谷区渋谷 3-9-10　KDC 渋谷ビル 8 階
福岡支店 福岡県福岡市博多区下川端町 9-12　 福岡昭和通ビル M1
名古屋営業所 愛知県名古屋市熱田区横田 2-4-27 　KDX レジデンス神宮前 1102
広島営業所 広島県広島市南区大須賀町 14-12　第一ビル 8F 

ホームぺージ：https://mediaxis.jp
Mail：support@medixs.jp
TEL:03-6427-9800　FAX:03-6427-3068

株式会社アクシス

今お使いのレセコンを買い換える必要はありません。
NSIPS® に対応しているレセコンと連携することで、 
メディクスは利用できます。

NSIPS® とは ､ 日本薬剤師会が提案する薬局向けコンピュータシステム間の
連携システムです ｡NSIPS® は公益社団法人日本薬剤師会の登録商標です ｡ 

（商標登録：第 5214610 号）

レセコン連携

今の電子薬歴からメディクスに乗り換える際に、
データの引き継ぎが可能です。

「電子薬歴データ交換仕様に関する連絡協議会」
（exPD）に加盟しているメーカ同士での移管が可能です ｡

※但し ､exPD は完全なデータ移行を保証するものではありません ｡
※一部データを引き継げないメーカーがあります。
　詳しくはお問い合わせください。

電子薬歴の乗り換え

メディクスとレセコンを連携させるには以下の PC・インターネット環
境が必要です。

OS：Windows10 以降の WindowsOS
(Microsoft 社のサポート期間内の OS)
プロセッサ：Intel Core i3
メモリ : 4GB 以上
ストレージ : SSD 推奨（128GB 以上）
モニター : 16:9 のワイド型推奨 (4:3 スクエア型でも可 )
インターネット：光回線 / 常時接続が可能な環境（有線推奨）
インターネットブラウザ：Google Chrome（最新版）　
　※レセコン PC をメディクス親機として利用することは出来ません。
　※セキュリティソフトは例外設定が必要な場合があります。
ディスプレイ解像度：1920 × 1024 以上

レセコン連携用 PC 推奨環境（親機）

パソコン

タブレット
（iPad）

OS:Windows10 以降の WindowsOS
（Microsoft 社のサポート期間内の OS）

インターネットブラウザ：Google Chrome（最新版）
ディスプレイ解像度：1920 × 1024 以上

機種：iPad Air 以降の発売機種
(iPad mini を除く最新 iPadOS が利用できる機種 )
OS：iPadOS( 最新版 )
インターネットブラウザ：Safari

※システム動作には推奨スペック以上が必要になります。
※文中に記載された会社名および製品名などは該当する 各社の登録商標または商標です。

追加端末推奨環境（子機）

おかげさまで３冠達成

使いやすいと思う

電子薬歴

薬 剤 師 さ ん に
おすすめした い
電 子 薬 歴

自社に導入したい

電子薬歴

薬剤師 331名への調査結果、電子薬歴システム部門で 3冠受賞

メディクス

実施委託先：日本コンシューマーリサーチ　調査期間：2021 年 8 月 23 日～ 8 月 24 日
調査概要：電子薬歴システムを扱う 10 社を対象としたブランド名イメージ調査　調査方法：インターネット調査 調査対象：薬剤師 331 名


